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１．はじめに

　陳公博の『革命評論』は，1928年末の改組派結成(1)に先

駆して，革命意識の高い青年に多大な影響を与えた 。陳

公博の回想によれば，「『革命評論』は思想的な大きなう

ねりを巻き起こし，各地の出版物もこれに呼応しはじめ，

上海だけに限っても，同調するもの10種から20種にも及

び，自然に改組派の原組織ができあがっていった」との

ことである(2)(註1)。『革命評論』における陳公博の革命理念

は，労農独裁を排した非マルクス主義型社会主義的国民

革命であった。陳公博はその革命理念を「民生主義革命」

と称し，資本主義への対立政治理念として位置づけた。

　また陳公博の「民生主義革命論」は，マルクス主義的

な階級論の用語を用いながらも，強烈な「反中国共産党」

「反コミンテルン」を基調としていた。この「民生主義

革命論」は，1927年10月『中国国民党所代表的是什 』(3)

においてその原型が発表された。陳公博は「中国国民党

による革命は労働者・農民・小資産階級による連合戦線

であり，目ざすところは社会主義的国民革命である」と

規定し，これを「不易の大前提」とした(4)。ただし，1928

年 5 月創刊の『革命評論』では，「社会主義的国民革命」

という言葉は使用せず，専ら「民生主義革命」という 用

語を使用した。中国共産党との異質性を強調するために，

あえて「社会主義」の語を使用せず，孫文の「民生主義」

から援用して「民生主義革命」としたと解される。内容

的には「社会主義的国民革命」と「民生主義革命」は同

義語であった。陳公博は「民生主義革命論」を，自ら主

管する『革命評論』において展開した。『革命評論』の論

者は陳公博を筆頭に陳公博が領袖と仰いだ汪精衛や施存

統・許徳衍・ 淑宇・劉侃之などであった。論調としては，

三民主義の徹底，反帝国主義，反資本主義，反軍閥，反

封建勢力，反コミンテルンであった。

　しかし陳公博の「民生主義革命」の主張は，1929年 3 

月までが限界であった。理由は独裁を強めていた蒋介石

に対して，「反蒋民主化」を最大の優先課題としたからで

あった。すなわち1929年 3 月中国国民党第三次全国代表

大会において，改組派及び汪精衛グループの陳公博，甘

乃光は党から永久除名，顧孟余は 3 年間の党籍停止，ま

た彼らの領袖的存在の汪精衛も書面警告を受けた(5)。この

結果，陳公博は改組派のメンバー，さらに地方軍事政権

と共に「反蒋民主化運動」を展開することになり，彼の

革命理念である「民生主義革命」を棚上げすることになっ

た。

　さらに日本の中国侵略が露骨となり，1931 年 9 月18日，

満州事変が勃発し，国家存亡の危機ということで，蒋介
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石・汪精衛合作政権が発足した。陳公博も党籍を回復し，

鉄道部長などを歴任することになり，これを契機に自ら

の主張「民生主義革命論」を放棄するに至った。

　陳公博の「民生主義革命論」は，メディアによって世

論に訴えた革命論であった。この「民生主義革命論」を

検討する意義は，中国共産党とも中国国民党主流派とも

革命路線が異なった非軍事的「社会主義的」革命論にス

ポットを当てることにより，当時の中国における民主化

運動推進の困難性と挫折の解明に資することにある。

  陳公博の政治思想に関する研究として，石源華氏の「陳

公博全傳」(6)，柴田哲雄氏の「陳公博の中国共産党員時期

前後における思想的変遷」「陳公博における反共主義の確

立」(7)を挙げることができる。石氏の「陳公博全傳」は，

精査された一次史料をもとに，陳公博の事跡が時系列で

詳細に解説されており，執筆の参考となった。しかし陳

公博の「民生主義革命論」についての分析的記述はなく，

本稿では,彼の「民生主義革命論」の形成から挫折に関し

て分析していきたい。柴田氏は「陳公博の中国共産党員

時期前後における思想的変遷」「陳公博における反共主義

の確立」において，「陳公博の思想は、マルクス主義の影

響を受けながらも到達したのは、修正資本主義的な反共

主義である」ことを明らかにしている。

　陳公博の著述には，随所に「コミンテルン批判」「中国

共産党批判」が繰り返されており，柴田氏の指摘のとお

り，陳公博の到達した思想は，反共主義であった事は明

白である。ただ彼が最終的に志向した革命路線は，「修正

資本主義」ではなくて，労農独裁を否定した「社会主義

的国民革命」であると考える。陳公博は，「コミンテルン

批判」「中国共産党批判」とともに，また激烈な「資本主

義批判」をしていた。本論で述べるが，陳公博自身が「民

生主義革命」は「社会主義的国民革命」であると主張し

ていた点からも，「民生主義革命」が「社会主義革命」の

理念を含んだ革命であると解釈するのが妥当である。本

論では柴田氏の研究成果を踏まえながらも，陳公博が主

張した「民生主義革命」の具体的内容にスポットをあて

て，「民生主義革命論」が「非マルクス主義的社会主義的

革命」を志向していたことを明らかにしたい。

　以下，陳公博における「民生主義革命論」を明らかに

するために①民生主義革命論に影響を与えたマルクス主

義との関わり②民生主義革命の理念と具体的変革プラン

③「民生主義革命論」の挫折について述べたい。

２. マルクス主義との関わり

(1)　陳公博のマルクス主義への接近

    陳公博は，1892年10月，広東に生まれた。1917年広東法

政専門学校を卒業後，北京大学哲学部に入学した。五四

運動には関与しなかった。この当時の陳公博は勉学，読

書を中心にした生活をしていた。

　しかし当時の北京大学は新文化運動の拠点であり，北

京大学には自由・闊達な新思想が溢れており，政治思想

を形成する上で環境が整っていた。さらに陳公博にとっ

て，北京大学教授陳独秀や後に『広東群報』を設立する

譚平山、譚植棠との出会いは，中国共産党員，ひいては

後の中国国民党改組派への思想形成につながる重要な

ファクターであったと考える。

  1920年北京大学卒業後，陳公博は母校の広東法政専門学

校の教員となり，譚平山，譚植棠とともに雑誌『広東群

報』を創刊し，「新思想」「新文化」を広め，社会の改革

と進歩の推進をはかった(8)。この時点では，陳公博はまだ

マルクス主義者にはなっていなかった。陳公博，譚平山，

譚植棠らは，陳独秀の薫陶を受ける一方，陳独秀もまた，

この『広東群報』を支援し，創刊号に寄稿している(9)。

   陳公博らが『広東群報』を創刊したのは，1920年10月で

あり，彼らはほどなく，広州共産党を設立した(10)。陳独

秀の影響とともに，中国国内の混乱，ボルシェビキのロ

シア革命における勝利が，彼らを共産主義運動に向かわ

せた。

　陳公博は，共産主義運動を積極的に展開するようになっ

た。彼は広州共産党のリーダーの 1 人として，知識分子

と労働者の組織化を最重要課題として活動した。この当

時の陳公博の社会主義思想については，柴田哲雄氏が「陳

公博の中国共産党員期前後における思想的変遷」(11)にお

いて明らかにしている。柴田氏によれば，当時の陳公博

の社会主義思想はドイツ社会民主党に近似していたとい

う。柴田氏は，陳公博は当時平和革命構想をもっており，

合法的に議会を介し，労働組合に依拠して革命活動を行

なうように提唱しており，ドイツ社会民主党がドイツ共

産党の敵対勢力であったにもかかわらず，ドイツ社会民

主党に関心を示していたことを明らかにしている。

　柴田氏の研究成果を援用すると，共産党期の陳公博の

政治理念はドイツ社会民主党に近似しており，改組派期

の陳公博の民生革命論に引き継がれていると見ることが

できる。後に述べる陳公博の民生革命の特徴は「重要産

業の共同体への移行」「経済のコントロール」「労働者階

級の権利や利益の増進」など，1925年のドイツ社会民主

党ハイデルベルク党大会綱領(12)と共通する部分があり，

すでに共産党期に「民生主義革命論」の萌芽が形成され

つつあったと推定される。

(2)   共産党への疑問

  陳公博は，広州共産党の幹部として共産主義運動に従事

しながらも，当時の共産党中央に対しては，疑問を抱く

ようになっていった。理由は共産党中央が教条主義的で

あり，民衆の実態を無視した指令を下したからであった
(13)。

　さらに陳公博が共産党に疑念を抱く事件が起きた。

1921年 7 月の中国共産党一次全国代表大会である。陳公
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博は広州共産党支部代表として出席した。陳独秀には広

東教育委員会教育長としての任務があり，また上海租界

当局から，厳重要注意人物として目をつけられていたの

で，陳公博は，陳独秀の代理で出席することになった。

陳公博は，この大会出席により，共産党離れが始まった。

第 1 の原因は党内の権威主義であった。とりわけ張国燾

がコミンテルンの威光をもとに強引に大会運営を行った

ことであった。その 1 つに，「共産党員は、政府関係職に

つけない」という案を通過させたことである。つまり「プ

ロの革命家のみが共産党員たる資格をもつという案」を

通過させたわけである。この当時陳独秀は広東教育委員

会教育長であり，また陳公博は広東法律学校の教授であ

り，認めることのできない決議であった。この共産党員

資格問題は，コミンテルンの意向により，「共産党員が政

府関係職につけない」という決議を取り下げることが，

再可決されているが，陳公博にとって看過できない重要

問題であった。第 2 に孫文の評価に関することであった。

孫文に対して，北洋軍閥と同様に，革命上の提携は問題

外であるという提起がなされた。陳公博はこれに対して，

反対論を展開したが，多くの参会者は原案に賛成し可決

された。しかし最終会議にいたって，折衷案が提起され，

「可決事項の宣言を発表するか否かは，新書記の決定に

委ねる」ことになった(14)。

(3)   マルクス主義への疑問と共産党離党

　陳公博は，中国共産党全国代表大会参加後，「マルクス

主義」に対する確信が揺らぎ始めた。陳公博は「知」を

求めていたが，無批判に従うことに対しては，拒否して

いた。彼は共産党員として広東共産党を背負っていたが，

共産党の理論は弁証法，唯物史観，階級闘争，剰余価値

説といったマルクス主義固有用語の宣伝ばかりであっ

た。言葉の由来は何か，その言葉にどんな意味があるの

かを知るには， 1 冊のマルクスの解説書だけでは足りな

かった（当時陳公博は，マルクスの伝記を 4 分の 3 まで

訳していた）。彼はマルクス主義に関する多くの問題が理

解できず，師である陳独秀に問い質しても，納得できる

答えが得られなかった。当時彼は広東省宣伝員養成所の

所長であり，経済学の教員が足りず自ら兼任していた。

そういう状況下，疑問があっても尋ねる人がなく，参考

となる書籍もなかった(15)。

　結局，陳公博は経済学について，アダムスミスの国富

論の研究を課題とするようになっていた(16)。さらに広東

共産党の全ての役職・任務を捨ててアメリカ留学を決意

するに至った。上海党中央は陳公博のアメリカ留学に反

対であったが，陳公博の決意は固く，最終的に離党とい

う形で1922年12月アメリカ留学を断行した。当時の陳公

博の考えによれば，資本主義に反対であるからこそ，資

本主義の総本山にいって研究するべきであると考えてい

た(17)。

　陳公博は，アメリカでコロンビア大学大学院に入学し，

経済学を研究することで，マルクス主義の論理的破綻を

看破するようになった(18)。彼のマルクス主義に対する批

判は「①中産階級の没落は，近代資本主義国家には当て

はまらず，中産階級は増加している。」「②弁証法を適用

すれば，プロレタリア独裁の「反」が生まれるはずであ

るが，生まれていない。」「③剰余価値は労働者の搾取か

らによってのみ生ずるものではない。例えば，鉄道事業

では，鉄道に沿った土地の買収こそが剰余価値が非常に

大きい。」というものであった。

　陳公博は「マルクス主義の論理的破綻」を批判したが，

自由経済主義者には転向しなかった。その理由の 1 つは，

高度に発達した資本主義国家アメリカの下層社会の現実

を知ったことである。当時、陳公博はアメリカにおける

貧困問題と差別に直面していた。陳公博は、1923年 7 月

留学生クラブでアメリカの現状を「失業者は30万を超え，

全国の資本は，少数者に集中し，人民は貧窮状態にあり，

東京で貧民窟を調査した際，１家 4 ・ 5 人が 6 尺の部屋に

住んでいたが，ニューヨークで調査した際，さらに悲惨

で，   1 家10人が 1 つの小さい部屋に住んでいる。人種差

別もひどく，黒人はしばしば非人道的な虐待を受けてお

り，粗暴な集団が，表通りで，黒人を殺害しても，警官

は干渉しないし，法律にも問われない(19)。」と批判した。

　また陳公博は，当時アメリカ社会党員で，後にアメリ

カ共産党の支持者に転じたマルクス主義経済学者スコッ

ト＝ニアリングとも親交があった。スコット＝ニアリン

グは反帝国主義，反黒人差別，アメリカの修正資本主義

の批判などを主張した急進的社会主義者であった。著書

には『ブラック・アメリカ』『帝国主義の没落』など多数

ある。しかし陳公博によれば，スコット＝ニアリングは

ソ連の政策については懐疑的であったとのことである。

　陳公博は，帰国後，広州民国日報で，スコット・ニア

リングの主張を賛意をもって，アメリカ社会を次のよう

に分析している。

アメリカでは，大統領選挙や上院議員選挙など，ど

のような選挙においても、大会社やトラストといっ

た財閥に操縦されている(20)。アメリカの政治の自由

については，共和・民主両党以外の政党の集会に対

しては，社会党や労働党の集会はいつも不当に解散

させられたりするが，反動勢力の集会に対しては，

政府も好感をもっている(21)。

　陳公博は，三民主義についてスコット＝ニアリングと

意見を交わしたが，その際スコットは，三民主義を中国

革命に関して妥当なイデオロギーとして同意していたと

いう(22)。

  このアメリカ下層社会の体験とスコット＝ニアリングか

らの影響が，反資本主義的理念としての「社会主義的国

民革命」への形成に繋がっていったと推察される。同時
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に彼の政治理念の中に，「反共主義」と「マルクス主義」

の混在と矛盾が始まっていたと考えられる。マルクス主

義の論理的破綻を批判しながらも，急進的社会主義者

スコット＝ニアリングの資本主義批判の影響を受けてい

た。改組派の主張を検討すると，陳公博は「反中国共産

党」「反コミンテルン」の主張を展開したが，その中には

「マルクス主義者に対する敵対者」としての主張は見当

たらない。「反マルクス主義者」ではなく，「非マルクス

主義者」であったと考えるのが妥当である。後の改組派

時代には，「階級基礎論」で，「労農＋小資産階級の連合

戦線」に拘り，「三民主義」の純化を目ざした。また儒教

倫理や唯心論を否定し，「科学的三民主義」の実現を主張

したり，コミンテルンに対しては，「唯物史観」を放棄し

たと非難したりしていた。マルクス主義の批判者であり

ながらも，なおもマルクス主義の影響下にあったといえ

る。

　ともかくアメリカ留学の結果，陳公博が到達した政治

理念は「民生革命」であった。彼自身，孫文の「民生主義」

こそが，中国の建国と復興のための唯一の方法であるこ

とを悟ったと述懐している(23)。孫文は講演「民生主義第 1 

講」で階級闘争を否定し，「民生主義第 2 講」では，民生

主義は社会主義であり，共産主義であると述べた。そし

てマルクス主義を批判し，「われわれの主張する民生問題

解決の方法は，時期に適していない過激な方法を適用す

るのではなく，あらかじめ資本主義の弊害を予防する方

法で，私人の大資本家を阻止し，将来の社会の貧富不均

等という大欠陥を防ごうというものである。」(24)と述べて

いる。陳公博の「民生革命論」は，上記孫文の「民生主義」

からも強く影響を受けたと推察される。

   陳公博が中国に帰国したのは，1925年 4 月であった。旧

知の廖仲愷からの熱心な要請により，国民党に入党した。

当時はすでに中国共産党から離党しており，中国共産党

による組織的な制約から解放されていた。以後国民党左

派政治家として，広東国民政府，武漢左派国民政府で汪

精衛（汪兆銘）の側近として活動を開始した。1925年 7 

月には，広州国民政府において，軍事委員会政治訓練部

主任，広東省政府農工庁長， 8 月20日，廖仲愷が刺殺され

た後，国民党中央農民部長の役職を引き継いだ。さらに

1926年 1 月，国民党第 2 期中央執行委員に選出された。

1927年 3 月の国民党 2 期第 3 回中央委員会全体会議にお

いては，中央執行委員会常務委員に選ばれ，労働者部部

長についた。

３. 民生主義革命論の理念

(1)   民生革命の階級論と帝国主義観

  陳公博の民生革命論の初出は，1927年10月の「中国国民

党所代表的是什麼」(25)に見られる。陳公博は，かつて共

産党員であったこと，また武漢政府の容共左派の幹部で

あったことから，「共産党」「準共産党」というレッテル

を貼られることが多かった。しかし彼は，あえてマルク

ス主義者が使用する階級論用語を用いて，社会主義的国

民革命論を展開した。陳公博は，「中国国民党所代表的是

什麼」において，「国民党所代表的階級」，「国民的三個使

命(国民革命，世界革命，文化革命）」「国民党四個重要問

題（党の問題，労働者・農民の問題，小資産階級の問題，

以党治国の問題）」を提起した。この中で「民生主義革命

論」に関連する内容を明らかにしたい。

　陳公博は，「国民党所代表的階級」（初版1927年10月）

において，「中国国民革命の過程にあっては，我々の同盟

者は，労働者・農民・小資産階級である」と断じた。そ

して陳公博はヨーロッパの国民革命史と中国の国民革命

史の相違を，「歴史上，各国の国民革命は，資産階級が領

導するものであったが，中国の国民革命は，労働者・農

民が領導するものである。」「歴史上の国民革命の最終点

は資本主義に向かうものであるが，中国の国民革命の最

終到達点は民生主義であり，これは社会主義的である。」

と規定した。

　さらに「国民党四個重要問題」の中で，労働者・農民・

小資産階級問題に関して，「農民・労働者を国民革命の主

幹部隊として定め，革命は農民と労働者の利益を中心に

する。すべての農民・労働者が革命の最前線に立つこと

はないが，国民党は三民主義革命を実行し，資本主義の

道まで進むことはあり得ず，ただ農民と労働者の側に立っ

て奮闘する」と指摘した。つまり，陳公博は「中国の場

合は，西洋諸国と違い，民生主義国家（社会主義的国家）

に移行する」ことを目標に掲げ，「国民党が中心になって

革命を実施し，労働者・農民のための国家を建設する」

と主張したのである。これは，社会主義革命的要素をもっ

た革命理念と言える。

　また陳公博の革命理念の特徴は，国民革命を遂行する

上で，「小資産階級」を必要不可欠な労農階級のパートナー

と捉えたことである。それは，民生主義国家を樹立する

には，「破壊」と同時に「建設」が必要であると認識して

いたからである。彼は小資産階級の重要性を「小資産階

級の革命上の運命」「小資産階級の革命上の能力」「小資

産階級の国家資本を建設する能力」として述べている。

詳しくは（註 2 ）を参照されたい。

  陳公博は，国民革命を，農民と労働者の利益を中心とす

る革命と規定したが，その革命を達成するためのパート

ナーを小資産階級とし，国家建設の極めて重要な階級と

したのである。

　また革命理念を達成するために，国民党の組織として

「農民が50％，労働者が30％，小資産階級は20％を占め

るべきである」とした。しかしあくまでも階級闘争を否

定し，国民党は農民・労働者と小資産階級を基礎とし，

国民党の使命は，「① 3 階級の調和を図ること② 3 階級の
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革命力を団結させること③ 3 階級の特性をなくし，これ

を全て社会生産の一員となす」ことと定義した(26)。

　さらに具体的な民衆運動のあり方については，第一次

全国代表大会宣言文，第二次全国代表大会宣言文を基本

とした。すなわち「農民，労働者のために全力をあげて

奮闘し，農民・労働者も国民革命を推進し，自らのため

に奮闘する」(27)ことであり，「帝国主義を打倒する。帝国

主義の工具たる軍閥，官僚，買弁（コンプラドール）階

級，土豪を打倒する。その為には人民の軍隊をつくり，

清潔な政府を作り，国内の振興工業を保護し，農民・労

働者の団体を保護し，その発展を保障する」を骨格にし

ている(28) 。そして当時の南京政権に対しては，「土豪劣紳

が農民に対して圧迫を加えていることを助長したり，知

識青年分子を弾圧したり，屠殺したりしている」「民衆運

動のスローガンを取り締まったり，労働運動のリーダー

を捕殺したりしている」(29)と非難した。つまり陳公博は

当時の南京政権を保守・反動政権と規定したのであった。

要するに陳公博自身がかつて参画していた「第一次国共

合作政権」の「革命性」の継承を主張していたのである。

しかし「第一次国共合作政権」当時の国民党を無批判に

肯定していたわけではなかった。国共合作の失敗に鑑み，

国共合作期の中国国民党にも，厳しく自己批判を加えた。

それは中国共産党に対する指導力の欠如とともに，国民

党の民衆に対する基盤の弱さであった。中国共産党に関

して「階級的混戦を促成し，特に流氓無産者をして小市

民階級に進攻せしめた事」に関して批判する一方，国民

党自身が「党員が自ら深く民衆中に入ることが出来ず，

坐して共産党の自由なる発展に任じたこと」としている。

また「党の幹部が計画的に民衆運動工作を指導すること

が出来ず，共産党の指揮に委せて工作に従事した」と指

摘している(30)。

　そこで陳公博は「国民革命は帝国主義・封建勢力の圧

迫下にある農民・労働者・小資産階級の解放を要求し，

彼らの革命的意識の高揚を促して共同奮闘すること」(31)

が必要だと考えたのである。そのために，中国国民党員

自身が積極的に民衆団体に参加し，組織を建全にし，民

衆を領導して，日常の社会及経済闘争を指導する必要が

あると主張した(32)。

　外交問題においても，陳公博は『革命評論』（「今後的

國民黨」1928年 5 月 7 日）において，「反資本主義」と「反

コミンテルン」を主張した。陳公博は，国際分析の中で，

「資本主義」を第 1 標的として攻撃した。つまり「資本

主義」の対極に「民生主義」を置いたのである。とりわ

け，第 1 次世界大戦後のイギリス保守党ボールドウィン

内閣を世界の「反動的資本主義」の復権の典型として，

そしてアジアにおいては田中義一内閣を「反動資本主義」

の典型と捉えていた。なお改組派活動時期に勃興したイ

タリアのムッソリーニのファシズムに対しても，「イタリ

アの政治と経済はヨーロッパの資本主義の随従者になる

だけである。イタリアの社会の基礎は，極めて薄弱であ

る。いわゆるファシストは完全にイギリスの資本主義の

影響を受けたヨーロッパ社会主義の副産物である(33)。」と

批判した。一方ではコミンテルンに対しては，「共産党の

勢力だけを拡大して，中国国民党に打撃を与え，土匪の

暴動を利用して，国民革命を妨害しようとした。」と非難

した。さらに「日本，ドイツと結託して，外モンゴルを

奪取し，朝鮮革命を妨害した」とし，ソ連も帝国主義諸

国と異なるところがないと非難した(34)。これはカラハン

宣言を事実上反故にし，当時中国の版図としていた外モ

ンゴルの保護国化，東清鉄道の不返還などソビエトが自

国本意の政策をとっていたことをさすのであろう。

　さらに陳公博は，国際関係を無視して，国民革命を遂

行することは不可能であると考えていた(35)。また国際連

盟は，資本主義国家の同盟であり，国民革命を圧迫し，

コミンテルンは 国民革命を撹乱しているとし，アジアに

被抑圧民族の「三民主義インターナショナル」の設置を

提起していた(36)。

(2)   民生主義革命の変革プラン

　南京国民政府は浙江財閥の支援のもとに，地方軍事政

権を取り込みつつ全国統一を目ざした。陳公博は，地方

軍事政権を民衆を搾取する「軍閥」とみなし，「大資本」

と「軍閥」とが結託した南京国民政府を保守・反動政権

とみなした。陳公博は1928年 7 月『革命評論（黨的改組

原則）』において，党の改組と民生革命の遂行を党中央に

要求した。陳公博は，長期にわたって醸成してきた「民

生主義革命論」の基本理念を明確にし，政治闘争のスロー

ガンとして確定したのである(37)。

 1 ．総理の遺訓は全て我々の思想・行動の標準である。

 2 ．民生史観をもって三民主義を解釈することこそ最

も正確な解釈であり，唯心派及びその他の似て非な

る解釈には反対する。

 3 ． 三民主義は革命を指導する最高原則である。

 4 ．民族革命や政治革命は経済革命とともに相互補         

完しながら進めなければならない。

 5 ．民生主義革命は国民革命の最後の目的である。

　ここにおいて，陳公博は「民生主義革命こそが，国民

革命の最後の目的である」とを宣言した。陳公博は民生

主義革命を「民生主義は決して自由政策ではなく，国家

干渉政策である」「民生主義は決して消極的な節制資本と

平均地権に留まらず，積極的な方面では国家資本を建設

することである」「民生主義は個人の倫理問題を解決する

のではなく社会の経済問題を解決する」「民生主義は形而

上から建設するのでなくて，形而下から建設するもので

ある」と定義づけた(38)。

　さらに同『革命評論』（1928年 7 月 8 日「党的改組原則」）

において，南京政府に対して具体的政策理念の主張とし
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て，「党は労農を基礎とし，小資産階級との連合戦線とす

る」「党の権威を高め，党の独裁を実行する」「党の民主化・

青年化を促して，少数の幹部独裁に反対する」「党の組織

を厳密にし，党の紀律を厳重にする」「個人主義，地方主

義，一族主義及び全ての封建思想をとりのぞく」「一切の

古い礼教・宗教・迷信に反対する」「三民主義的反帝国主

義インターナショナルを建設する」(39)を掲げた。さらに

当面の政治主張として「法治主義」「軍備縮小」「国民皆

兵の実行」「土豪劣紳の除去」「反封建」「反英日帝国主義」

「革命外交政策の確立」「義務教育の推進」「経済委員会

の設立」「国家資本の設立と地権平均」「資本のコントロー

ル」「ソ連との国交回復」を掲げた(40)。

   また陳公博は民生主義革命としての具体的変革プランに

ついては，すでに『革命評論』創刊号（1928年 5 月）に

おいて提起していた。これは中国国民党第１回全国代表

者大会宣言（1925年 1 月）の「総選挙と民主的自由の実現」

「不法な税の徴収の禁止」「釐金（貨物の国内通過税）の

廃止」「農民と労働者の生活条件の改善」「農民・労働者

の団体の支援」「労働法の制定」「国家による土地の買収

権」「資本の制限」「男女同権」「教育の普及」など(41)を具

体化したものである考えられる。下記は陳公博が提起し

た農民問題・労働者問題・商業者問題に関する変革プラ

ンである(42)。

①農民運動に関して

 ・土豪劣紳勢力を排除し，根本から封建思想を取り除

く。

 ・極力農村の自治を推進し，一層の民主制度を確定す   

る。

 ・積極的に農村の合作事業を組織し，大農作的生産の

建設を企図する。

 ・農民協会の組織を健全化し，単に農民革命の機関に

せず，併せて農民協会を生産指導の機関とする。

 ・農民協会の行動を厳しく指導し，これを地方自治の

基礎とし，封建的土豪劣紳の勢力が世襲する原因を

防止する。

 ・自作農と小作農の生産力向上を奨励し，農村の無業

農民を減らし，地方の公共事業を促進する。

 ・25％の減租を実施し，郷村間で規定を超えた高利貸

　しを禁止する。

 ・ 国家と地方自治機関の力量で，全資本の40％以内で，

　富農に地方の水利，電気，公路を経営させる。

　第一次国共合作を破壊に追い詰めた原因の 1 つは，農

民協会が主導した過激な階級闘争であり，陳公博はその

農民協会の改革を掲げた。毛沢東の『湖南農民運動視察

報告』(43)には，1927年には，農民協会の会員数は200万人

となり，「農民の主要な目標は，土豪・劣紳と不法地主で

あるが，さまざまな農村の宗法思想制度，都市の貪官，

汚吏，農村のわるい習慣にまでおよんでいる。その攻撃

の勢いは，まったく嵐のようで，したがうものは生き，

さからうものは滅びるというふうである。その結果，封

建地主の何千年来の特権はこっぱみじんに打ち砕かれ

た。」「要するにしたいほうだいのことをやり，なにもか

もが常軌を逸しており，ついには農村に 一種の恐怖現象

をうみ出している。」と描写されている。

　このような過激な階級闘争は，地域社会に深刻な摩擦

を引き起こすようになっていった。長沙守備第33連帯長

許克祥が1927年 5 月の長沙の労働組合糾察隊、農民自

衛軍の武装解除をし，共産党の指導下にある諸機関70余

か所を包囲して共産党員3000人余りを逮捕した馬日事件

は，この典型である。陳公博は破壊的な階級闘争を押さ

えつつ「土豪劣紳勢力・封建勢力」の排除を政治目標に

掲げた。「農民協会」は国民党の指導・監督下に置き，農

村の世襲的封建制を除去し，福利厚生を増進する改革を

打ち出した。

　一方1926年に中国国民党が決定した25％の小作料軽減

を求め(44)，「農村の生産力の増加」「封建勢力の破壊」「農

村の資本主義の発展の阻止と搾取の削除」を理念の下に，

土地問題に関しては「耕す者がその田を有する」の原則

に，制限没収を旨とした。「反革命者」の土地は没収し，

大地主の耕地を没収するに当たり，一定の限度を規定し，

その限度を超過した耕地を没収する」とした。さらに「一

切の荒れ地を国有とし，国有農場の創設」を提起した(45)。

②労働運動に関して

　・産業と職業の組織を統一して，労働組合の地方主義

　　化と同業組合化を消滅する。

　・労働組合と地方の合作事業を設立して，労働者の生

　　活費を軽減する。

　・労働者の賞与金制を促進する。まず国有企業から創

　　立して，次に私企業に広め，労働者階級が搾取され

　　ないようにする。

　・労働者のための職業訓練学校を設立して，労働者が

　　職業上必要な知識を増進して，国家資本を建設する

　　ための準備とする。

　・労働者に保険加入を義務づけ，国家・法人は，工場

　　主に保険掛金の一部を負担させる。

　・労働組合を完全に党の指導下に置き，全ての労働組

　　合に対し，党が直接に訓練する。

　・各工場の設備と待遇を調査し，工場の設備が労働者

　　の家庭の設備に優るように保証し，悪質な工場につ

　　いては労働者を減員させる。

　・政府は工場の生産と余剰について調査し，労働者に

　　賞与金を与える以外に，昇給もさせる。

　陳公博は，労働者の待遇改善，健康保険の義務加入と

一部使用者負担，ボーナスの支給など進歩的な労働施策

を提案した。さらに陳公博は改組派理論リーフレットで，

8時間労働の実施，最低賃金の確定，公休日の賃金支給な
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ども提起し(46)，労働者の保護を主張した。

　しかし同時に共産党の影響下の過激な運動を抑制し，

労働組合を国民党管理下に置くことを企図した。陳公博

の労組対策は改組派運動の一環として一定の成果をみ

た。コミンテルンが次のように指摘したのは，その証左

である(47)。

赤色労働組合の大多数はなお大衆的な組織とはなっ

ておらず，国民党の黄色労働組合の影響はなおたい

へん大きい。国民党改組派は（北方の）黄色労働組

合内でとくに影響力をもっており，国民党の黄色労

働組合内での共産党の工作もまだ真剣には行なわれ

ていない。

③商民運動に関して

 ・総商会と商協会の区別をなくして 1 つの組織にする。

 ・交通と国外の貿易に関して，政府は独占政策を採用

し，全資本の40％までは商人に投資を奨励する。

 ・各地と電気の水利に関して，一定の年限制限という

条件で，個人資本を保護・奨励するが，前もって労

使資間の権利・義務の条件を定める。

 ・全ての地方経済は，政府の指導の下で，必ず商人に

最低限度の安定と発展計画を企画させ，商人を政治

の関わりから離れないようにし，革命に参加する意

欲を持続させなければならない。

 ・全ての地方の合作事業は，商人に部分参加をさせな

ければならない。労働者と商人の中間的階級を活用

して，経済の疎通を計り，労働者と農民の岐点を除

き去る。

 ・国営企業が有する地域では，個人企業の拡大につい

ては，制限を要する。そして商人が特権階級になら

ないようにする。

　商民運動では，企業が特権階級化し，国民の階級分化

を防ぐように，企業負担，企業の革命参加，国営企業の

保護を主張した。商民運動に関しては、小資産階級を革

命側に立たせることや大企業の国有化をリンクさせた。

　この民生主義革命の重要な特徴は，経済革命の必要性

を主張した点である（前出…「民族革命や政治革命は経

済革命とともに相互補完しながら進めなければならな

い。」）陳公博は中国の現状を「未だ国際資本帝国主義に

支配されている半植民地であり，都市農村経済は，すべ

て直接または間接に国際資本帝国主義の吸収と操縦を受

けざるをえない」と分析した。そして経済革命の中での

最重要課題は，国家資本の建設であった。これに関して

「基本工業（石炭・鉄・石油・製鉄・主要機械工業など）」

「交通（国内外の航路及び一切の鉄道）」「対外貿易（国

家独占経営）」「金融」に関しては国有であるべきとした(48)。

  さらに陳公博は女性問題についても重要な提起を行っ

た。上記革命評論には，簡略化した形でしかふれていな

いが，改組派の主張リーフレットでは，中心となる主張

を列挙すると次のとおりである(49)。

・男女平等の法律制定

 ・女子の財産権の法律上の確定

 ・離婚，結婚の自由を保障

 ・労働量による賃金及び母性保護の原則を根拠とした

婦人労働法の制定

 ・教育及び職業における男女機会均等 

 ・農工婦女教育の推進

 ・託児所及び被圧迫女性の収容所の設立

 ・職業女性の出産期間において，2 ヶ月の出産休暇の付

与

 ・女性奴隷の理論をなす全ての宗教・旧思想を一掃

 ・人身売買の禁絶　　

 ・畜婢・畜妾及び養女の禁止

　女性問題は，各国社会主義政党が共通して取り組んだ

政策課題であり，平等性を志向する点においても，当時

にあっては，進歩的かつ具体的な提起であった。「教育及

び職業における男女機会均等」などは，現代的な男女雇

用機会均等法などのアファーマティブアクションを連想

させる。

　陳公博の「民生主義革命論」の特徴をまとめると次の

ようになる。中国国民党は反帝国主義に基づく社会主義

的国民革命を目ざし，革命主体は労働者・農民・小資産

階級の連合戦線とし，中国国民党内の民主化と党員の基

礎階級を規定した。そして孫文と同じく階級闘争を否定

し，国民党が主体となって未然に階級闘争がおきない社

会に変革していくという主張である。さらに「民生主義

革命」実施のための具体的変革プランを提起した。殊に

特徴的な理念は，小資産階級の役割の重視であった。こ

の小資産階級が旧体制の破壊に留まらず，国家建設の大

きな役割を担うという理念である。第 1 次国共合作の崩

壊の体験を経験した陳公博にとっては，具体的な「建設」

が労働者・農民の生活を向上させるという理念に到達し

たと推察される。

４．蒋介石の弾圧と民生主義革命の終焉

　1928年 5 月陳公博が『革命評論』を創刊し「民生主義

革命」を鼓吹し始めた当初，蒋介石とは大きな対立は存

在しなかった。しかし蒋介石は，次第に右派的立場を明

確にするにつれて，改組派との対立を深めていった。ま

ず民生主義革命の機関誌であった『革命評論』の補助費

を打ち切り，販売妨害をするようになった。陳公博は，

しばらくは補助金なしで『革命評論』を刊行していたが，

蒋介石は，出版業界に「『革命評論』の印刷・刊行を引き

受けたら，営業停止処分にする」警告を発した。また蒋

介石は上海において，郵便局に全ての『革命評論』を没

収するように通告した(50)。続いて1928年 9 月11日に，国

民党中央執行委員会は『革命評論』の刊行停止を命じた。
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さらに1928年11月10日，国民党中央執行委員会は『暖流』

（隔週発行の改組派系雑誌）を取り締まった(51)。その理

由は「虚言を捏造し，中央を中傷・誹謗し，恣意的に攻

撃した。また民衆を煽動し，国民党や国家に危害を加え

た」ということであった(52)。蒋介石は改組派系メディア

に次々と弾圧を加え，11月13日には『疾風』『双十』を発

禁とし，1929年 1 月22日には北京においては，改組派系

の政治運動刊行物を全面的に発禁とした(53)。改組派の情

宣物で『革命評論』とならぶ影響力のあった『前進』も

1929年（月日不詳）には，停刊となった。『革命評論』停

刊後，陳公博は，秘密裏に週刊『民意』を発行し続けた

が，弾圧が厳しく，何号かで停刊した。また『中華晩報』

（改組派系雑誌）も発刊され，一定の読者を獲得したが，

これも国民党特務機関が発行を差し止め，20数号で終了

した(54)。蒋介石のこれらのメディア弾圧に対して，改組

派は，1928年11月に中国国民党改組同志会を結成した。

これは中国国民党の分派組織であり，改組派が蒋介石の

権威に服さない意思表示であった。

　改組派や中央に服さない各派に対して，蒋介石は第三

次中国国民党全国代表大会（以後，「三全大会」と表記）

を実施し，独裁的訓政体制の完成を企図していた。当時，

蒋介石は，「三全大会」の代議員の大半を任命・圏定（中

央指定の候補の信任投票）で選出しようとしていた。ま

さに蒋介石系以外を排除した大会を実施しようと計画し

ていたのであった。この「三全大会」が近づくにつれて，

陳公博及び改組派は「御用会議」招集に対して静観でき

なくなり，汪精衛とともに「最近の党務・政治に関する

宣言（1929年 3 月13日）」を発表した。発表の内容は要約

すると次の通りであった(55)。

中国の政治は完全に封建勢力が支配するところとな

り，中国の社会と経済は，中世・古代に留まって，

発展することができない。封建勢力は帝国主義者と

結託して，暴力をもって統治の基礎とした。ここ十

数年においては，軍閥が領地を争い，その支配地で

は，人民の生命，財産，徴兵，徴発が恣意的になさ

れ，重税を課し，人民を搾取している。本党の使命

は，民衆を領導することにあり，これは民主勢力を

構築し，封建勢力と戦うことである。しかし現在は

腐化分子，投機分子は，地盤・権力を得て，本党の

主義を放棄して，民衆の要求に背を向け，党外の反

動勢力と結託するようになった。これは北洋軍閥と

異なるところはない。これは数十万の兵士の生命と

数億の財産の犠牲が極めて小数の権力者の利益に変

わってしまったということである。表面上政令が党

の名で実施されているが，実際は人民の意思を代表

しているのではなく，軍閥・官僚の利するところと

なっている。民衆の失望と悲哀の中で，一縷の望み

は，本党が第三次全国代表大会の招集に於いて，真

の民意を代表する大会を開き，真の民意を表現する

ことができれば，党の危機は挽回できるかもしれな

い。しかし現在に及んで，中央が決定した代表大会

の選挙方法及び各地の代表の選出方法は，80％の代

表が中央の指名であり，これは本党の民主制度をこ

とごとく蹂躙するものである。現在中国において，

共産党の患いのある原因は，軍閥・官僚の横行であ

る。中国の政治を正しい軌道に乗せ，中国経済を繁

栄に向かわせることができなければ，共産党が政治

経済委の紊乱に乗じることになる。現在当局が取っ

ている反共政策は，かえって共産党の煽動の機会を

増やすだけである。我々は総理の遺教を継承し，革

命に努力邁進する。我々は「中国国民党第三次全国

代表大会」を承認しない。

　しかし改組派の猛反発にも関わらず「三全大会」は強

行され，結果として，1929年 3 月15日から 3 月28日まで

南京で開催された。大会に出席した代議員の総数は406人

で，その内訳は圏定代表（○×信任投票による代表）は

122人，任命代議員は211人，選挙代議員は73人であった
(56)。つまり選挙選出者は約18%に過ぎず，約82％が圏定・

任命の代議員であったということになる。

　このように蒋介石は，反対派を排除した「三全大会」

を実施し，大会では蒋介石の中央党務報告，何応欽の軍

事報告，陳果夫の中央監察工作報告・譚延 の中央政治

報告，各省市の党務報告が実施された。また孫中山の三

民主義を中華民国訓政時期の最高根本法とすることに決

定し，訓政綱領と編遣会議に関する法案が追認された(57)。

この大会では，36人の中央執行委員会委員と中央執行委

員候補24人中央監察委員会委員12人中央監察委員候補8人

を新たに選出した(58)。また中央に服従しない李宗仁，白

崇禧，李済深らを党から除名し，新たに最右派西山会議

派の林森，張継，鄒魯は復党を許された。そして改組派

及び汪精衛には下記の処分が決定した(59)。

　一．陳公博，甘乃光…永久除名

　二．顧孟余…党籍停止 3 年

　三．汪兆銘…書面警告

　この結果，陳公博は，改組派の他のメンバーとともに，

地方軍事政権と連携しながら，「反蒋民主化運動」を展開

することとなり，彼の革命理念である「民生主義革命」

は棚上げされることになった。さらに日本の中国への侵

略が露骨となり，1931年 9 月18日，満州事変が勃発し，

国家存亡の危機を背景に，蒋介石・汪精衛合作政権が発

足した。陳公博も党籍を回復し，鉄道部長など歴任する

ことになり，自ら「民生主義革命論」を放棄するに至った。

５．まとめ

   第 1 次国共合作崩壊後，新たな「左派国民革命グルー

プ」として現れたのが，改組派であった。改組派は第 1 
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次国共合作時の汪精衛（汪兆銘）武漢政権のメンバーが

中心となった。その中でも当初，思想的な影響力が強かっ

たのが陳公博である。陳公博は，改組派運動初期段階に

おいては，「社会主義」色の強い民生主義革命を主張して

いた。階級闘争を否定しながらも，国民党の指導のもと，

労農を基礎階級とし，それに小資産階級を加えた連合戦

線の社会主義的国民革命を志向した。陳公博の民生主義

革命論の形成は「①マルクス主義者としての思想的残滓」

「②コミンテルン・中国共産党の教条主義と暴動革命路

線に対する批判」「③アメリカ留学時の下層社会体験とス

コットニアリングの社会主義思想」「④孫文の民生主義」

が大きく影響していると考えられる。かつて孫文は「民

生主義は社会主義である」と述べており，1920年代のソ

連では，孫文の民生主義を国家社会主義として受け止め

ていた。（ここでの国家社会主義はファシズムではなく，

ドイツ社会民主党ラッサール派と解釈する。）陳公博の「民

生主義革命論」が「社会主義的」であるがゆえに，革新

的青年からの絶大な支持を受けると同時に，右派からは

「共産党シンパ」として，レッテルを貼られていた。事

実，帝国主義資本と買弁勢力と大地主（封建制度の遺物）

及び帝国主義と軍閥と大地主の関係を指摘する理論は中

国共産党と共通していた。しか労農独裁と階級闘争を否

定し，コミンテルンを赤色帝国主義と非難したがゆえに，

中国共産党からは「階級的裏切り者」の烙印を押されて

いた(60)。

　陳公博の主張「民生主義革命論」は，1929年 3 月の蒋

介石による改組派弾圧により，方向転換を余儀なくされ

た。国民党中央の改組派及び反蒋メディアの弾圧は，ま

ず言論弾圧として『革命評論』刊行停止から始まった。

最終的には，1929年 3 月15日から 3 月28日まで南京で開

催された中国国民党第三次全国代表大会で，陳公博は党

籍を剥奪された。蒋介石の弾圧により，「反蒋民主化運動」

への転換，満州事変を契機とした「汪蒋合作政権」の樹

立により，「民生主義革命論」はまぼろしの革命論となっ

た。

　しかし，陳公博の「民生主義革命論」は，メディアを

媒介(61)とした「民主化運動」として，画期的であった。

1928年当時，共産党が極左暴動路線を採り，国民党が反

共に転じ軍閥・封建勢力と妥協的になり，民衆運動を抑

圧する側に転じていた。このような時代状況の中で，「民

生主義革命論」は，革新的な青年の政治的需要にマッチ

し，一時期多くの支持者を獲得した。

　陳公博は，政策としては，中国国民党による訓政を推

進する立場を選択していた。しかしより開かれた民主的

な党に改組しながら，「社会主義的」政策の実現を指向し

ていた。この政策は，やがて来るべき民主的「憲政」へ

の道を開くための重要な提起であったと考える。

　現代中国においては，「一党独裁」「人権の保障」「所得

の格差」など諸課題が山積するが，1928年に陳公博がメ

ディアによって提起した「民生主義革命論」は，今日的

課題にも示唆を与え得る政治理念であろう。

－註－

 1 　陳公博の回想によれば，下記のように中国社会に大

きな影響力をもった。（陳公博『中国国民党秘史』講談

社，p.147，1980）

　革命評論は，寿命が短かかったが，多い時には

15000部を発行した。「革命評論」は，中国各地の

人々に大きな影響をおよぼし，在中国外国人にも深

刻な印象を与えた。イギリスの在華機関紙「字林西

報」(North China Daily News)はこの雑誌を記事にとり

上げ，「革命評論」は毎号35000部発行しているが，

中国では雑誌１冊を平均 5 人で見ると考えられるの

で，その読者はおよそ18万人にものぼるだろうと紹

介した。さらにロイター社はこの記事をもとにロン

ドンに長電を打ち，ロンドンタイムス紙は丁重にこ

の記事を掲載した。このように風立ち雲湧く状況に，

南京は極度に脅威を感じていたようだ。かくて「革

命評論」は思想的な大きなうねりを巻き起こし，各

地の出版物もこれに呼応しはじめて，上海だけに限っ

ても，同調するもの10種ないし20種にも及んだ。「洛

山東で崩れれば銅鐘が西でこだまする」ごとく，徐々

にではあるが次から次へと各地で思想的共鳴者が生

まれ，自然に組織さえもができはじめた。

 2      『陳公博先生文集』「国民党四個重要問題」pp.241-254

 　①小資産階級の革命上の運命

　マルクス主義学者によると資本主義が究極に達す

ると小資本は大資本に吸収され小資産階級は消滅す

る。すると小資産階級は無産階級となる。この判断

に誤りがなければ，英米においては，小資産階級は

存在しないはずである。しかし調査によれば，欧米

では小資産階級は増加しているという。（陳によれば

およそ1/12増加しているという。）英米の小資産階級

はその本質は資本主義の工具であり，小資産階級の

み単独で生存することはできない。観点を変えて言

えば，今日あるいは将来のソビエトにおいても，小

資産階級はその本質もまた共産主義の工具である。

遠い将来も小資産階級は消滅することはあり得ない

ので，全て我々の運用によって，小資産階級を完全

に国家資本建設の工具に変化せしめ，民生主義国家

の道を開かしめるべきである。

②小資産階級の革命上の能力

　革命においては，その中にも建設が必要であり，

破壊だけがあり，建設がなければ，革命は維持でき

ず，崩壊してしまう。中国は国家資本も社会資本も

ない。破壊工作を実行している期間，国外の資本を
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利用できなくなる。その唯一の方法は全国の革命組

織の下，民間資本を利用することである。

　しかも小資産階級は農民・労働者群衆と同じよう

に圧迫を受けている。国家の領土権と財政権の低下

にあって，小資産階級は，生活の圧迫と危険があり，

中国が半植民地に陥って以降，小資産階級は帝国主

義資本の下に屈服して，大半はその生存を失ってし

まった。小資産階級の国家独立の思想は農民と労働

者に較べると切迫している。

③小資産階級の国家資本を建設する能力

　中国経済は，生産に関しては，農民と労働者に依

存しており，「交換」と「社会の補助」に関しては，

小資産階級に依存している。また国家資本と社会資

本が不足しており，小資産階級については，革命時

に，社会の経済構造を維持するだけではなく，国家

の資本を建設する財力の供給を運用する。
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